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「パ
ワ
ー

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
。
こ

の
言
葉
は
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
と
併
せ
て
言
わ
れ
て
き
た
も

の
だ
が
、
ま
だ
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
言
葉
で
す
。

こ
こ
で
は
女
性
、
男
性
に
か
か
わ

ら
ず
、
「地
位
や
立
場

。
職
務
」
な

ど
を
悪
用
し
た
嫌
が
ら
せ
や
強
要
な

ど
が
、
人
権
の
侵
害
で
あ
る
と
鋭
く

と
ら
え
、
そ
れ
を
や
さ
し
く
解
説
し

た
の
が
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
本
冊
子
で
あ

２つ
。特
徴
的
で
目
を
引
く
の
は
、
誰
で

も
が

「加
害
者

・
被
害
者
」
に
な
り

う
る
、
と
具
体
的
な
言
葉
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

冊
子
で
は
日
頃
の
職
場
や
日
常
生

活
場
面
な
ど
で
の
会
話
や
対
応
に
問

題
が
な

い
か
に
触
れ
て
い
ま
す
。

本
文
で
は
加
害
者
や
被
害
者
、
同
僚

な
ど
の
立
場
別
の
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
が
つ
い
て
お
り
、
理
解
の

一

助
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て

「
セ
カ
ン
ド
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
や
関
連
す
る
法
律
に
つ
い
て
も

触
れ
、
簡
単
な
説
明
が
さ
れ
て
い
ま

す
。周
囲
の
人
々
か
ら
の
、
当
事
者
ヘ

の
助
言
や
、
励
ま
し
な
ど
の
行
動
が
、

実
際
に
は
二
次
的
な
、
さ
ら
な
る
被

害
を
も
た
ら
す
事
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
誰
で
も
が

「
セ

カ
ン
ド
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
加
害
者

に
な
り
得
る
の
で
す
。

ま
た
、
法
律
判
例
な
ど
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
事
実
へ
の
、
厳
し
い
著
者

の
指
摘
は
、　
一
読
に
値
す
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

著
者
は
民
間
企
業
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
勤
務
を
経
て
、
２
０
０

５
年
に
ア
ト
リ
エ
エ
ム
株
式
会
社
を

設
立
。
現
在
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

及
び
人
材
育
成
事
業
な
ど
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
作
製
予
定

と
な

っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
、
確
認
の
上
で
参
照
さ
れ
た
い
。

往

伯
淳

こ

※
注
今
回
紹
介
し
た
冊
子
な
ど
は
、書
店
で
の

取
扱
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
、
発
行
元
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『みんな、まじめに

楽しく働きたい』

三木啓子著

アトリエエム株式会社

― 自分には関係ないと

思うていませんか?一


